





Signs and Modern Implication of Asset and Liability View : 








The objective of this study is to examine the background by which new accounting 
standards have been developed. Therefore, this paper examines AAA 1957 Revision 
first, and it examines Windal(1961a; 1961b) continuously. 
The following three conclusions were obtained as a result of these examinations. (1) 
AAA 1957 Revision can be revalued as the original form of modern accounting theory. 
Because it is said that modern accounting theory is based on Asset and Liability View, 
AAA 1957 Revision is regard as signs of Asset and Liability View. (2) Revenue and 
Expense View and Asset and Liability View cannot be regarded as confrontation 
structure, but the hybrid structure itself can be regarded as one framework. (3) Even if 
Asset and Liability View is important, Revenue and Expense View still occupies the 
central position in such a conceptual framework. 
 












会計理論が堅持してきた「収益・費用アプローチ」（Revenue and Expense View）から



















































3) 例えば，FASB（1976. par.31）では，“asset and liability view”の他に，貸借対照表アプローチや資
本維持アプローチと併記されており，“revenue and expense view”は，損益計算書アプローチや対応











4) 本稿で，一般に「取得原価主義会計」と言われているものは，例えば Previts and Merino （1998）
が「歴史的原価配分モデル」（historical cost allocation model）と表現しているものに相当すると
考えている。 
5) 時価会計という用語は，いわゆる取得原価主義会計に対立する用語として用いられるわけであるが，




評価時点と市場 初期のインプット 現在の形態 最終の形態 
エントリー 歴史的原価 見捨てられた代案 不適格 
過 去 
エグジット 見捨てられた代案 見捨てられた代案 不適格 
エントリー カレント・コスト プレゼント・コスト 不適格 
現 在 
エグジット 不適格 機会原価 カレント・バリュー 
エントリー ありうべき取替原価 ありうべき取替原価 不適格 
将 来 
エグジット 不適格 ありうべき販売価値 期待価値 
Edwards and Bell（1961，p77）の TABLE3を一部修正 










9) 「AAA1957 年改訂会計原則」という以上，改訂前の諸原則（AAA1948 年ステイトメント等）との
関係を現代的視点から改めて整理することも必要であると考える。例えば，AAA1957年改訂会計原





























先ず，序論では，当報告書の目的を①会計の基本的諸概念（the concepts fundamental to 
accounting）の提示と②株主や他の会社企業に利害関係を有する者に対する，一般的目的
の報告書が従うべき諸基準を提示すること（AAA 1957, p.536），としている。つまり，





















序ある会計」（AAA 1957, p.536）としての 3層構造を導き出しているという点である。









的測定」（Money Measurement），「実現」（Realization）の 4つ2）を挙げている（AAA 
1957, pp.537-538）。 
AAA1957 年改訂会計原則では，基礎的諸概念（concepts）と諸慣行（conventions）は
Ⅰ  序論 
Ⅵ  開示基準 …表示基準 
経験から生
み出された
諸  慣  行 
Ⅳ  利益の決定 
Ⅲ  資産 
Ⅱ  基礎的諸概念 
…測定基準 
…基礎 
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1957, p.552）ということである。 

















































































































































































あらゆる方面に応用するよう希望します」（Mautz 1957, p.551） 
7) 金融商品も，換金が売上債権に比べて特に制約されない限り，実現利益の計算上同等に扱われるべき
であると考える。金融商品の換金が制約されないというのは，市場の存在というより，事業目的に制
約されていないということである（斉藤 2001, 219ページ）。 
8) 例えば「測定に関しては，FASBも IASCも，すべてのストックの決算時点での再評価を要求してい
る訳ではなく，一部のストックの再評価を要求している（または認めている）という状態にある」（徳






























































 利益のタイプ 初期段階 確定的 最終段階 
経      済    
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るために，さらなる販売を必要とするものであるのか」（Gilman 1939, p.102）。 
「実現する：・・・受領時に当座資産として分類される資産と交換すること，もしくはすぐに当座資
産に変換できる財産と交換すること」（Kohler 1952, p.354）。 









6) Windal は，米国における法律上の概念を，判例に依拠しながら説明している（Windal 1961a, 
pp.22-34）。なお，法的利益概念に言及した先行研究として辻山（1991, 153-225ページ）がある。 
7) BowersとMayの定義は，次のようなものである。 
「実現されない利益は，一般的には全然，利益であるとは考えられていない」（Bowers 1941, p.139）。 
「今日，会計の標準的公準の中では，利益は「実現された」利得であり，それゆえ，利益は源泉とな
っている収益が実現される時に現れるものである」（May 1948, p.108）。 
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